
石狩市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・公共交通空白地の移動手段の確保
・広域な石狩湾新港地域への効率的な移動手段の確保
・利便性の高い交通結節点を中心とした交通網の構築
・公共交通への意識の醸成や利用促進策の推進

○調査の主な内容
・地域の現状把握・整理
・公共交通の現況把握・整理
・公共交通の利用実態およびニーズ把握調査
・計画の方向性および事業案の検討
・地域公共交通網形成計画（案）のとりまとめ
・協議会開催

○地域公共交通の現況
・北海道中央バス（株）（市内２６路線） ・沿岸バス（株）（市内１路線）
・乗合自動車（２路線）（自家用有償） ・スクールバス（混乗含む）
・福祉バス ・タクシー会社２社

石狩市

石狩市は、人口減少や高齢化が進む中、利便性が高く、将来にわたって持続可能な公共交通体系を構築
する必要がある。また、公共交通空白地の解消や広域な石狩湾新港地域における利便性の高い交通網の構
築が喫緊の課題となっている。このため、持続可能な地域公共交通網の形成に向けた調査検討を実施し、持
続可能でまちづくりの方向性と連動した地域公共交通網形成計画を策定する。

概 要

平成２９年１１月１日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
平成２９年１１月２０日 第１回協議会を開催
・協議会の設置について、今後の進め方について
平成３０年３月２０日 第２回協議会を開催
・市の公共交通の特性・現状について
平成３０年６月２６日 第３回協議会を開催
・市の公共交通が抱える課題・ニーズ把握調査・調査スケジュールについて
平成３０年１２月１２日 第４回協議会を開催
・各種調査結果の報告、課題の整理及び計画の基本方針と今後の施策について
平成３１年１月１６日 第５回協議会を開催
・石狩市地域公共交通網形成計画（素案）について
平成３１年３月 第６回協議会を開催（予定）
・石狩市地域公共交通網形成計画決定

公共交通空白地の
移動手段の確保

石狩湾新港地域への
効率的な移動手段の確保

交通結節点を中心と
した交通網の構築

【石狩市全体】

【市街地】



平成○○年○月○○日設置
石狩市地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

持続可能な公共交通サービスの確保、まちづくりと一体となった公共交通網の構築、公共交通利用者数の減少への対応など
を基本方針として、公共交通空白地の解消、石狩湾新港地域への効率的な交通網の構築、利用者数の増加などを目標に掲げ、
計画を推進する予定です。

●地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

【事業内容】
・地域における交通の現況と課題整理
・住民の利用実態調査、ニーズ把握調査
・地域特性に応じた公共交通の検討

【結果概要】
・基礎的データの整理、現況調査などにより、地域の公共交通の状況を整理した。
・地域へのアンケートにより、住民の時間帯別、場所別の移動需要を把握することができた。
・利用実態調査により現況の路線別・停留所別の利用実態を把握することができた。
・公共交通が抱える課題等を踏まえ、基本方針及び今後取組む施策についてとりまとめ、計画素案を作成。
・今後のパブリックコメントを経て、地域公共交通網形成計画として平成３１年３月までにとりまとめる。

●事業の結果概要

計画通り事業は適切に実施された。

●事業実施の適切性

・調査事業において利用者、企業（就業者）、観光客等から詳細なデータが得られ、移動特性や移動需要を把握し、地域公共
交通網形成計画案に反映できたいこと及び調査年度内に各種調査を終え、当初のスケジュールどおり３月に地域公共交通網
形成計画策定まで進めたことについては評価する。
・地域公共交通網形成計画が立地適正化計画などのまちづくり施策及び観光施策（観光振興計画）との連携がなされている点
も評価する。
・今後も引き続き、まちづくりと観光とも連携した持続可能な公共交通ネットーワークの構築に取り組まれることを期待する。

●地方運輸局における二次評価結果


